
第 26回日本臨床化学会関東支部例会 
 
例会長 ： 戸塚 実（東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科） 
日 時 ： 平成 20年 12月 6日（土） 13:00～16:15 
場 所 ： 東京医科歯科大学 特別講堂（1号館 9階） 
主 催 ： 日本臨床化学会関東支部 
事務局 ： 栗原由利子（東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科） 
参加費 ： 1,000円（ただし、学生は無料） 
 
＜プログラム＞ 
                                   （敬称略） 
 
開会の辞                      東京医科歯科大学  戸塚 実 
                                 （13:00～13:05） 
 
【講演Ⅰ】（13:05～14:15） 
「若手臨床検査技師の研究報告」      座長     東京大学  大久保 滋夫 
 
 1.「リゾホスファチジン酸とオートタキシン測定の臨床検査への応用」 
            東京大学医学部附属病院検査部    中村 和宏 
 
 2.「ルーチン検査から発展した研究－白血病における染色体・遺伝子解析－」 
            信州大学医学部附属病院臨床検査部  松田 和之 
 
 
 
【講演Ⅱ】（14:30～15:20）       
                     座長   東京医科歯科大学  戸塚 実 
  
 「神経堤細胞の発生工学を用いた解析法」 
        東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科   赤澤 智宏 
 
 
【講演Ⅲ】（15:20～16:10） 
                     座長      杏林大学  渡邊 卓 
 
 「メタボリックシンドロームの病態と診断・治療」 
             順天堂大学医学部臨床検査医学   三井田 孝 
 
 
閉会の辞                      東京医科歯科大学  戸塚 実 
                                 （16:10～16:15） 


